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２ 地域・企業支援事業 

（１）相談窓口の運営 

地域や企業の防災関係の取組支援を行うため、相談窓口を運営し、電話や直接の来訪等への対応を行う。 

 

（２）みえ企業等防災ネットワークの運営 

みえ企業等防災ネットワークの会員が、防災に関する知識の習得や会員相互の交流・相互理解・協力が

円滑に進むよう事務局としてネットワークの運営を支援する。また、地域別企業防災研修の企画・実施を

行う。 

 

（３）DONET研究会の運営 

サミット対策として導入した「DONET」を活用した津波予測・伝達システムを県域の津波防災対策に役

立てるため、県、大学、防災科学技術研究所が参画する研究会の運営を行う。 

 

（４）地域防災研究会の運営 

市町、県地域防災総合事務所・地域活性化局等の防災担当職員の意見交換、情報共有の場として、地域

防災研究会を運営する。 

 

（５）都市計画担当者の復興研修 

市町の都市計画関係職員向けに、復興に関する研修を行う。 

 

（６）「Ｍｙまっぷラン＋(プラス)」による避難計画策定支援事業 7,887千円(7,887千円) 

 地域の防災人材や市町職員と連携し、津波からの避難計画を作成する「Ｍｙまっぷラン」のバージョン

アップを図り、対象とする災害に土砂災害や風水害を加える。また、新たに webサイトを設け、避難に関

する先進事例などの情報等を掲載するほか、デジタルマップによるハザードの確認や避難経路作成、避難

に関する「Ｍｙタイムライン」の設定など、県民自らの避難計画の策定から地区防災計画の策定までを支

援する仕組みを構築する。 

 さらに、率先避難に向けた指針（避難必携）を策定し、県民の避難意識の醸成に取り組む。  

 

３ 情報収集・啓発事業  

（１）みえ防災・減災アーカイブの運用、拡充 

三重県内における防災・減災に関するさまざまな情報を、防災学習や防災対策、防災研究を目的として、

住民や自治体、公的機関等が保有する情報を収集し、適切な権利処理を行い、広く一般に公開する。 

 ① 利活用の促進 

   利活用の促進に軸足を置き、地域で市町や教育機関、児童館などと連携を図り、活用事例を作成し、

使いやすい環境づくりを行い、利活用促進に向けた取組をしていく。 

 ② 情報収集 

    県防災対策部が作成している地域の取組事例（みえの防災大賞、奨励賞受賞団体）や県教育委員会

が作成している学校防災取組事例などを収集していく。 
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（２）シンポジウム等のイベントの開催 

みえ風水害対策の日（9月 26日）、みえ地震対策の日（12月 7 日）、などに合わせて、県民に防災につ

いて身近に感じてもらうためのシンポジウム等を企画・実施する。 

 

（３）防災啓発資料の作成 

 住民の防災意識の向上を図るための啓発資料を作成し、人材育成・活用事業や啓発事業において活用す

る。 

 

４ 調査・研究事業  

災害に関する三重県内の地域課題の解決に資する調査研究 

「南海トラフ地震に関する調査研究」、「風水害に関する調査研究」、「家庭における耐震対策を促進する

ための調査研究」などをテーマとして、大学教員と行政職員が一体となり研究を実施する。 

 












